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中中央央公公民民館館だだよよりり  

 

桟桟桟敷敷敷にににひひひびびびけけけ！！！わわわたたたしししたたたちちちののの絆絆絆   

 １０月３１日（木） 深川小学校 桟敷集会 

111 年年年生生生「「「ちちちかかからららをををあああわわわせせせててて♪♪♪よよよいいいしししょょょ    よよよいいいしししょょょ♪♪♪    

６６６年年年生生生「「「つつつななながががれれれ」」」    



 

  

   

にこにこ笑顔がトレードマークの晴人くん。 
人懐っこく、どこへ行っても笑顔をふりまいて 
います。明るく元気に成長中！ 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R6年 11月 1日現在） 

5,922 

5,519 

6,353 

11,872 

（ 1） 

（ 2） 

（-10） 

（ -8） 

中央公民館 12 月の行事予定 編
集
後
記 

▼
１１
月
10
日(

日)

、
わ
く

わ
く
土
曜
塾
で
青
海
島
の
高

山
に
登
り
ま
し
た
。
た
ま
に
は

高
山
か
ら
反
対
側
に
住
ん
で

る
街
を
見
降
ろ
す
の
も
一
興

で
す
。
頂
上
に
残
る
見
張
台

跡
は
古
式
捕
鯨
の
ク
ジ
ラ
の

見
張
り
と
第
二
次
世
界
大

戦
の
見
張
り
を
果
た
し
て
い

た
と
い
う
説
明
に
子
ど
も
達

は
ど
う
感
じ
た
の
か
な

? 

平
和
に
感
謝
!  (

敬
） 

 峠
路
の
陽
光
き
ら
り
冬
の
鵙 

 
 

 
 

村
岡
と
し
ゑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 ほ
く
そ
笑
む
観
音
様
と
山
茶
花
と 

 
 

中
村 

瀧
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 米
寿
へ
の
歩
み
重
ね
て
冬
が
来
る 

 
 

山
田 

耕
司 

今
月
の
う
た 

 

 

西
深
川
板
持
、
西
宝
寺
の
北
西
部
に
広
が
る
築
地

の
丘
に
は
、
古
く
か
ら
、
寺
の
礎
石
や
瓦
が
見
つ
か
っ
て

い
た
。
土
地
の
人
は
、
飯
山
八
幡
宮
に
伝
わ
る
写
経

(

南
北
朝
時
代)

の
中
の
「
安
楽
寺
」
の
跡
と
伝
え
て
き

た
。
昭
和
51
年
と
52
年
に
県
と
市
が
発
掘
調
査
し
た

結
果
、
安
楽
寺
よ
り
も
っ
と
古
い
時
代
の
７
世
紀
後
半

の
白
鳳
時
代
の
塔
、
の
ち
奈
良
時
代
に
は
金
堂
が
建

ち
、
周
囲
50
メ
ー
ト
ル
四
方
の
伽
藍
が
配
置
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
配
置
は
大
阪
の
四
天
王
寺
な
ど
に
よ

く
見
ら
れ
南
大
門
、
中
門
、
塔
、
金
堂
、
講
堂
が
南
北

に
一
直
線
に
並
び
四
天
王
寺
式
と
呼
ば
れ
飛
鳥
時
代

に
聖
徳
太
子
の
命
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
伽
藍
配
置
と

よ
く
似
て
い
る
。
先
に
江
良
に
伝
わ
る
「
真
砂
山
観
世

音
略
縁
起
」
に
由
来
し
、
大
内
家
の
先
祖
と
い
わ
れ
る

朝
鮮
半
島
の
百
済
の
国
の
琳
聖
太
子
が
見
た
馬
頭
観

世
音
の
話
を
聖
徳
太
子
に
会
っ
て
話
し
た
こ
と
に
よ

り
、
聖
徳
太
子
が
国
司
に
命
じ
て
、
江
良
の
奥
の
真
砂

た
め
池
の
さ
ら
に
奥
あ
た
り
に
日
濃
寺
を
建
立
し
、
馬

頭
観
世
音
像
を
安
置
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
深

川
廃
寺
の
四
天
王
寺
式
の
伽
藍
の
配
置
と
い
い
、
聖
徳

太
子
が
命
じ
て
日
濃
寺
を
作
ら
せ
た
こ
と
と
い
い
、
奈

良
の
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
長
門
の
地
に
も
し
か
す
る

と
五
重
塔
を
持
つ
四
天
王
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
持
つ

有
力
な
大
寺
院
が
存
在
し
た
の
で
な
い
か
と
い
う
歴
史

ロ
マ
ン
が
沸
く
。
現
在
で
も
江
良
に
は
日
濃
寺
、
弥
勒

(

実
録)

寺
、
飛
ら
ん
坊
、
地
蔵
坊
等
の
字
名
が
残
り
、

歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

「
子
は
育
ち
ど
ち
ら
が
親
か
と
思
う
の
よ
」 

頷
き
合
え
る
は
心
知
る
友 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
下 

映
子 

 

で
き
ま
し
た
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
い
と
こ
会 

八
人
懐
か
し
伯
母
二
人
も
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田 

満
江 

 

時
を
経
て
過
去
に
根
絶
し
た
は
ず
の 

 
 

 
 

 
 

泡
立
ち
草
が
怒
涛
の
如
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

窪
田 

佳
子 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ(３B体操) 

わくわく土曜塾(クリスマス会) 

親子でリトミック 

ふれあいスポーツ駅伝大会 

公民館年末大掃除 

 

7・14・21(土) 

7・21（土） 

14（土） 

11・18（水） 

15（日） 

23（月） 

 

わ
が
家
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン 

～ 

宝 

子 

編 

～ 

「ふ
る
さ
と
深
川
の
歴
史
遺
産
シ
リ
ー
ズ
」  

 
 
 
 

～
深
川
廃
寺
の
伽
藍
配
置
は
聖
徳
太
子
由
来
の
寺
院
か
?
～ 

  

藤重
ふじしげ

晴人
は る と

くん （1歳６か月） 

 

【
参
考
文
献
】  

長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会
発
行 

『な
が
と
歴
史
散
歩
』 

  

◆
長
門
深
川
廃
寺
跡
全
景 

 

◆
長
門
深
川
廃
寺 

伽
藍
配
置
想
定
図 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土
曜
塾
恒
例
の
保
護
者
と
の
登
山
を
、
青
海
島
の
高
山

で
行
い
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
に
草
刈
り
や
ガ
イ
ド
役

で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
高
山
の
景
色
や
自
然
等
を
楽
し
み

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
 

わ
く
わ
く
土
曜
塾 

 
 

～
防
災
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
、
保
護
者
と
高
山
登
山
～ 

 

長
門
市
役
所
・
防
災
危
機
管
理
課
の
職
員
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
市
保
有
の
避
難
所
グ
ッ
ズ
等
の
使
用
体
験

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
組

み
立
て
ま
し
た
。 

１０
月
12
日
（土
） 

防
災
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ 

仙
崎
海
上
保
安
部
＆
仙
崎
漁
業
無
線
局

見 

深
川
幼
稚
園
児
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
に
来
館 

段ボールベッド。 

10人乗っても、大丈夫♪ 

避難所用テント。１人用はゆったりゴロン。 

家族用は友達と一緒に入れて大はしゃぎ。 

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
寝
袋
。 

保
温
性
高
く
「暑
い
…
」 

「家でも作りたい！」 

じゃがりこサラダ 

ツナ缶ランプ 

11
月
10
日
（日
） 

高
山
に
登
ろ
う 

ドングリ 

キクラゲ 

見っけ！ 
戦時中に山頂に 

造られた監視哨 

（見張り台）です。 

この建物は

何？ 

 

な
が
と
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４ 

～
た
し
な
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・な
が
と
の
秋
～ 

11
月
９
日
（
土
）
、
な
が
と
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ

ー
マ
と
し
た
「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
ブ
ー
ス
」
、
「み
ん
な
の
パ
ン
ト

リ
ー
」
、
「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
、
そ
の
他
様
々
な
催

し
で
盛
り
だ
く
さ
ん
。
中
央
公
民
館
大
講
堂
で
は
、
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
萩
市
須
佐
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
を
経

営
す
る
福
島
友
美
さ
ん
、
海
洋
環
境
の
改
善
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
内
田
正
洋
さ
ん
、
山
口
県
出
身
で
テ
レ
ビ
な
ど

で
大
活
躍
中
の
村
重
杏
奈
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
最
後
に
恒
例
の
お
菓
子
ま
き
で

イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

天
気
も
よ
く
暖
か
い
中
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ

れ
、
各
々
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
子
供
た
ち
が
異

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
次
に
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
っ
て
も
い
い
イ
ベ
ン
ト
の
ひ

と
つ
で
す
。
10
月
31
日
（
木
）
、

「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！ 

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！
」
の
掛
け

声
の
も
と
、
深
川
幼
稚
園
児
の

皆
さ
ん
が
思
い
思
い
の
手
作
り
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
中
央
公
民

館
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。 

みのり保育園/園児の皆さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深川地区では、他にも地域の皆様のご協力により、様々な 

学習支援が行われています。ありがとうございます！ 

～
地
域
に
学
ぶ
～ 

 
 

協
育
ネ
ッ
ト
に
よ
る
多
様
な
学
習
支
援 

11

月

12

日
（
火
）
、

深
川
小
学
校
の
４
年
生

65
名
が
社
会
科
「
谷
に

囲
ま
れ
た
大
地
に
水
を

引
く
」
の
学
習
で
江
良
に

あ
る
市
指
定
文
化
財

「
岩
穴
鬼
右
衛
門
の
洞

窟
」を
訪
れ
ま
し
た
。 

ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
の

文
化
財
専
門
員
・
上
田

穣
さ
ん
が
「
何
よ
り
も
実

際
に
見
る
の
が
一
番
！
」

と
現
地
で
の
学
習
を
勧

め
ら
れ
た
も
の
で
、
「
お

年
寄
り
が
だ
た
穴
を
掘

っ
て
水
の
通
り
道
を
作
っ

た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
江
戸
時
代
に
食
料

で
あ
り
、
お
金
（
税
金
）

で
あ
っ
た
お
米
の
大
事

さ
、
お
米
を
作
る
た
め
に

必
要
な
水
の
大
事
さ
を

感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
上
田
さ
ん
の

お
話
を
真
剣
に
聞
き
、

探
検
ノ
ー
ト
に
要
点
を

メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。 

興
味
津
々
、
洞
窟
を
覗
き
込

ん
だ
り
、
岩
穴
を
掘
る
た
め

に
実
際
に
使
用
さ
れ
た
「
ノ
ミ

と
げ
ん
の
う
」を
持
た
せ
て
も

ら
う
な
ど
貴
重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
行
程
に
は
ヒ
ス
ト

リ
ア
な
が
と
の
見
学
も
含
ま

れ
て
い
て
、
学
芸
員
の
長
瀬

さ
ん
か
ら
一
階
の
展
示
物
の

説
明
を
受
け
、
長
門
市
に
あ

る
多
く
の
文
化
財
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

 

① 

② 

③ 

④ 

【地域協育ネット指導者の紹介】 ①10/24深川小・文化Ｃ （茶道）流田和子さん、②11/18向陽小・絵画工作Ｃ （絵画）小西千鶴子さん 
③10/21向陽小・日本文化Ｃ （書道）中村尚子さん、④11/18向陽小・日本文化Ｃ （着付け・茶道）藤井鈴枝さん・上田穣さん・中村尚子さん 

11
月
５
日(

火)

、
下
関
地

方
気
象
台
の
気
象
情
報
官
・

楳
原
（
う
め
は
ら
）
秀
一
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
防
災
気
象

情
報
の
利
用
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
専
門
機
関
と
の
連
携

強
化
に
向
け
て
、
市
防
災
危

機
管
理
課
の
皆
さ
ん
も
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

講
話
で
は
、
「
山
口
県
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
が
全
国
的

に
も
多
い
注
意
す
べ
き
地

域
」
、
「近
年
、
雨
の
降
り
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
経
験
を

も
と
に
自
分
で
判
断
す
る
こ
と

な
く
、
避
難
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
迷
わ
ず
避
難
す
る
よ

う
心
掛
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
学
級
生
か
ら
「市

内
で
も
各
所
で
天
気
が
違
う

の
で
、
観
測
点
を
人
の
多
い
市

中
央
部
に
移
せ
ま
せ
ん
か
」
、

「
ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い
る
け
ど
、

肝
心
の
気
象
情
報
の
ペ
ー
ジ
に

た
ど
り
着
け
な
い
わ
」
な
ど
の

要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
、
会

場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。 

 
 

深
川
友
愛
学
級
・第
５
回
学
ぼ
う
会 

 
 
 
 

～
防
災
気
象
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
～ 

防災危機管理課の皆さん 


